
学校番号 2002 

平成３１年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 単位数 ３ 年次 ２ 

使用教科書 「古典Ｂ」古文編・漢文編 （三省堂） 

副教材等 

「新成古典」（尚文出版） 

「解法古文単語 350」(尚文出版) 

「新修 古典文法」（京都書房） 

「新修 古典文法ドリル編」（京都書房） 

「新明説漢文」（尚文出版） 

「修訂版 新明説漢文ノート」（尚文出版） 

「新国語総合ガイド」（京都書房） 

１ 担当者からのメッセージ 

・文章の概要やポイントを把握して、確かな読解力と幅広い知識を身につける。 

・重要古文単語、古典文法、漢文の句形をマスターして、読解に活かせるようにする。 

・基礎力の上に応用力を積み重ねられるように、毎時の授業において、予習と復習を行なう。 

 

２ 学習の到達目標 

古典への理解を深めることで、考え方や鑑賞能力を深くし、人生を豊かにすることを目標とする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 
  d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

  文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

  記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a   d e 

前
期 

１
年
次
の
学
習
内
容
の
復
習 

教材： 

【古文】 

「徒然草」 

「方丈記」 

「枕草子」 

 

 

「問題集」 

○   ○ ◎ 

a:作者のものの見方、感じ

方、考え方について理解

を深めようとしている。 

c：感想文を書き、理解を深

める。 

d 本文の構成を把握し、話の

展開を理解している。 

e:文語のきまりや文法事項

を身に付けている。 

a:行動の観察及び記

述の点検 

d:記述の確認及び定

期考査 

e:小テスト及び定期

考査 

 

歴
史
書
を
読
み
、
歴
史
観
を 

学
ぶ
と
と
も
に
、
鑑
賞
す
る
。 

教材： 

【漢文】 

「史記」 

鴻門の会 

四面楚歌 

 

 

「問題集」 

○   ◎ ○ 

a:歴史書の成立の経緯や意

義を理解し、取り組んで

いる。 

c：感想文を書き、理解を深

める。 

d: 登場人物について、人物

像や相互の関係について

的確にとらえている。 

e:漢文の句形を正しく理解

し、口語訳している。 

a:行動の観察及び記

述の点検 

d:記述の確認及び定

期考査 

e:小テスト及び定期

考査 

 

文
学
の
読
解
を
通
し
て
和
歌
の
内
容
を
理
解
す

る 

教材： 

【古文】 

「伊勢物語」 

「大和物語」 

 

 

「問題集」 ○   ◎ ○ 

a:歌物語における和歌の役

割を理解し、取り組んで

いる。 

c：感想文を書き、理解を深

める。 

d:人物、情景、心情などを、

どのように書き手が描い

ているのかを捉え、言葉

の美しさや深さに気付い

ている。 

e:時代背景や古典常識、和

歌の技法を理解してい

る。 

a:行動の観察及び記

述の点検 

d:記述の確認及び定

期考査 

e:小テスト及び定期

考査 

 

歴
史
書
を
読
み
、
歴
史
観
を 

学
ぶ
と
と
も
に
、
鑑
賞
す
る
。 

教材： 

【漢文】 

「史記」 

項王最期 

 

 

「問題集」 

○   ◎ ○ 

a:歴史書の成立の経緯や意

義を理解し、取り組んで

いる。 

c：感想文を書き、理解を深

める。 

d: 登場人物について、人物

像や相互の関係について

的確にとらえている。 

e:漢文の句形を正しく理解

し、口語訳している。 

a:行動の観察及び記

述の点検 

d:記述の確認及び定

期考査 

e:小テスト及び定期

考査 

 



後
期 

歴
史
物
語
の
構
成
と
特
色
を
理
解
す
る 

教材： 

【古文】 

「大鏡」 

 

「問題集」 

 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:歴史物語に興味をもち、

取り組んでいる。 

c：感想文を書き、理解を深

める。 

d: 文法にしたがって文章

を正確に読み取り、人物

の言動や心情を捉える手

掛かりとしている。 

e: 文章の構成やストーリ

ーの展開を理解してい

る。 

a:行動の観察及び記

述の点検 

d:記述の確認及び定

期考査 

e:小テスト及び定期

考査 

 

漢
詩
を
鑑
賞
す
る 

教材： 

【漢文】 

「漢詩」 

 

「問題集」 ○   ◎ ○ 

a:作者や成立時代や形式に

ついて関心をもって、取

り組んでいる。 

c：鑑賞文を書き、理解を深

める。 

d:内容について的確にとら

えている。 

e:漢文の句形を正しく理解

し、口語訳している。 

a:行動の観察及び記

述の点検 

d:記述の確認及び定

期考査 

e:小テスト及び定期

考査 

 

長
文
を
読
む 

教材： 

【古文】 

「更級日記」 

「源氏物語」 

 

「問題集」 
○   ◎ ○ 

a:作者や作品、成立時代に

興味をもって、取り組ん

でいる。 

c：感想文を書き、理解を深

める。 

d: 登場人物について、人物

像や相互の関係について

的確にとらえている。 

e:敬語の意味と用法を整理

して、口語訳ができてい

る。 

 

a:行動の観察及び記

述の点検 

d:記述の確認及び定

期考査 

e:小テスト及び定期

考査 

 

中
国
思
想
に
触
れ
る 

教材： 

【漢文】 

「思想」 

 

「問題集」 
○   ◎ ○ 

a:孔子や孟子について興味

をもって、取り組んでい

る。 

c:感想文を書き、理解を深

める。 

d: 孔子と門人の問答につ

いて、的確にとらえて、

内容を理解している。 

e:漢文の句形を正しく理解

し、口語訳している。 

a:行動の観察及び記

述の点検 

d:記述の確認及び定

期考査 

e:小テスト及び定期

考査 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度    

d:読む能力       e:知識・理解 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む

こと」）に関わる観点には◎を付している。 


